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定期報告対象建築物等の建築等通知  

（宛 先）   京 都 市 長 年    月    日 

通知者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

京都市中京区寺町通御池上る 

上本能寺前町 488 

 

通知者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）                                            

 株式会社○△□ 

 代表取締役 京都太郎 

電話 075 ― 222 ― 3613 
 

京都市建築基準法施行細則第３０条第１項の規定により通知します。 

建 築 物 等 の 名 称 ○△□ビル 

敷 地 の 地 名 地 番 京都市 中京 区 寺町通御池上る上本能寺前町 488 

建 築 主 

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

株式会社○△□ 代表取締役 京都太郎 電話 075 ― 222 ― 

3613

定 期 報 告 関 係 事 項 

通知の対象 種 別 対 象 建 築 物 の 規 模 等 対象設備の有無 

 建 築 物 

建 築 物 該当  □非該当  

建 築 設 備 該当  □非該当 有  □無 

防 火 設 備 該当  □非該当 有  □無 

昇 降 機  有  □無 

□ 工 作 物 
工 作 物 の 概 要 

 

主 要 用 途 （区分 08400 ）ホテル 

工 事 種 別 □新築又は新設 □増築（□別棟での増築） □改築 □移転 用途変更 

既 存 建 築 物 概 要 
確認済証 有（昭和 55 年 10 月 1 日 第 0000 号） □無 

定期報告 対象（定期報告 ID D1 － 0000 ）  □対象外 

計 画 変 更 
□該当 （前回の確認済証   年   月   日 第        号） 

非該当 

工 事 完 了 予 定 年 月    2020 年 12 月 
 
注１ 該当する□には，レ印を記入してください。 

２ 複数の棟がある場合は，棟ごとに作成してください。 
３ 定期報告関係事項の各欄は，建築基準法施行令第１６条並びに京都市建築基準法施行細則第２８条第１項及び第２９条

第１項の規定に従い記入してください。 
４ 主要用途の欄は，建築基準法施行規則別紙の表の用途の区分に従い，対応する記号を記入したうえ，その内容をできる

だけ具体的に記入してください。 

５ 既存建築物概要の欄は，工事種別が増築（別棟での増築を除く。）又は用途変更の場合にのみ記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

定期報告対象建築物の建築等を行う場合に事前に提出が必要な書類です。 

 

（参考例） 

階数：地上６階建て 

延床面積：1,800 ㎡ 

共同住宅（旧耐震）から， 

ホテルに用途変更をした場合 

 

共同住宅 300 ㎡ 

6F 

5F 

4F 

3F 

2F 

1F 

共同住宅 300 ㎡ 

共同住宅 300 ㎡ 

共同住宅 300 ㎡ 

共同住宅 300 ㎡ 

共同住宅 300 ㎡ 

ホテル 300 ㎡ 

6F 

5F 

4F 

3F 

2F 

1F 

ホテル 300 ㎡ 

ホテル 300 ㎡ 

ホテル 300 ㎡ 

ホテル 300 ㎡ 

ホテル 300 ㎡ 

通知者の住所及び氏名は，建

築主と同じになります。 

複数棟ある場合は，棟ごとに作成

してください。 

以下の①～③のいずれか 
① 自然換気を除く換気

設備で風道を有するもの 

② 排煙機又は送風機を

有する排煙設備 

③ 非常用の照明装置 

随時閉鎖又は作動

できる防火設備 


